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令和５年度の取組と令和６年度の取組予定

資料4
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令和5年度までの取組状況

 これまで（H28～R5年度）の取組状況は以下の通り。

●：令和5年度末までに実施された取組、●：令和5年度に新たに実施された取組、○：令和5年度末時点で実施されていない取組

開始時期または
目標時期

山口市 防府市 周南市 山口県 下関地方気象台 中国地方整備局

■　洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）

1 堤防整備、河道掘削及び漏水対策 継続実施 ●

■　避難行動、水防活動に資する基盤等の整備（ハード整備）

4 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の精度向上 継続実施 ●

6 スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信 継続実施 ●

■　情報伝達、避難等に関する取組

12 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 継続実施 ● ● ●

13 訓練や防災教育等への洪水ハザードマップの活用 継続実施 ● ● ● ● ● ●

16 洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設への水位情報の提供等の検討・実施 継続実施 ● ● ●

17
洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設による避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支
援の実施

継続実施 ● ● ● ● 〇

18 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく広域避難の検討 継続実施 〇 〇 〇 〇

21 タイムラインの確実かつ効果的な運用（訓練、見直しの実施） 継続実施 ● ● ● ● ● ●

22 簡易型河川監視カメラや防災監視カメラ等を活用した避難に結びつく情報発信 継続実施 ● ● ●

23
洪水時の専門家（河川管理者等）による解説等、地域メディアとの連携による災害情報共
有の実施

継続実施 ● ●

■　防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発

24 教育機関と連携した防災学習の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

25 防災シンポジウム等の開催及び出前講座等による講習会の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

26 「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報活動の推進 継続実施 ● ●

27 自主防災アドバイザーの養成 継続実施 ●

28 洪水に対してリスクの高い区間の住民との共同点検 継続実施 ● ● ●

29 ダムの効果やダム操作について住民の理解を深めるための説明会の実施 継続実施 ● ●

30 小中学校における避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支援の実施 継続実施 〇 ● ● ● 〇

31 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等の周知促進（SNS、メディア連携等） 継続実施 ●

32 住民自らが確実に避難できる取組（マイ・タイムラインや避難カード等）の促進 継続実施 ● ● ● ● ●

■　水防活動の効率化及び水防体制の強化

33 ＣＣＴＶ等によるわかりやすい情報の発信及び活用 継続実施 ● ● ● ●

34 Lアラートの活用による多様なメディアを通じた迅速・確実な防災情報の伝達 継続実施 ● ● ● ●

35 迅速な洪水予報を行うための訓練の実施 継続実施 ● ●

37 水防資機材の情報共有及び相互支援方法の確認 継続実施 ● ● ● ● ●

■　排水活動及び施設運用に関する取組

40 排水施設の情報共有、大規模な浸水を想定した排水計画に基づく訓練の実施 継続実施 ● ● 〇 〇

41 排水ポンプ車を用いた排水訓練の実施 継続実施 ●

取組項目

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組

②地域別の氾濫特性に応じた効果的な水防活動

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【山口市】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

住民自らが確実に避難できる取組（マ
イ・タイムラインや避難カード等）の促
進

継続実施 山口市 実施中
避難行動要支援者システムの更新作
業

令和４年度に導入した避難行動要支援者システムの運用を市内全域に広げ、システムを活用した避難行動要支援者名簿及び個
別避難計画（避難マイプラン）の作成・管理が可能な体制が整った。

個別避難計画（避難マイプラン作成支援用地図）

管理システム台帳の画面、帳票イメージ

※サンプルデータになります



3

■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【防府市】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

教育機関と連携した防災学習の実施 R5年度 防府市 実施済 まるごとまちごとハザードマップ

・佐波川洪水、高潮などの水害に関する意識啓発として、市内公民館及び小中学校に想
定浸水深表示看板を設置した。
・向島小学校で看板お披露目式を実施し、続けて水害に関する防災学習を行い、危険箇
所の把握や気象の情報収集など、子どもでもできる防災対策を啓発した。

想定される浸水深を示す高さ
に線引き

洪水、高潮ごとに子どもの目線
に見やすい高さに看板を設置

想定浸水深表示看板（例）
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【防府市】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

教育機関と連携した防災学習の実施 R5年度 防府市 実施済 わくわく防災体験ツアー

令和5年は関東大震災から100年の節目の年となることから、8月19日から27日までの期
間、青少年科学館ソラールにおいて防府市で発生した過去の災害資料の展示をしたほ
か、VR技術を利用した大雨体験や、山口河川国道事務所のご協力のもと佐波川の上空
をドローンで撮影した映像視聴コーナーなど様々な角度から防災を学べるイベントとして
本ツアーを実施した。

VR映像による大雨体験

防府市で発生した災害資料の展示

お菓子で作る防災調理
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■情報伝達、避難等に関する取組【周南市】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

訓練や防災教育等への洪水ハザード
マップの活用

継続実施 周南市 継続中
ハザードマップを活用した防災学習を
実施

小学校の出前トーク等において、Ｗｅｂ版ハザードマップを活用した防災学習を行い、自宅や学校周辺の危険箇所の確認や避難場所の確認等を実施した。

周南市Web版ハザードマップ
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【周南市】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

住民自らが確実に避難出来る取組（マイ・
タイムラインや避難カード等）の促進

継続実施 周南市 継続中
周南市防災ガイドブック「しゅうなん防
災」の更新・配布

周南市防災ガイドブック「しゅうなん防災」の内容を更新し、各戸に配布して防災意識の啓発を行った。
今回の更新では新たにマイタイムラインのページを設け、各自で記入できるようにする等の内容充実を図った。

マイタイムラインのページ しゅうなん防災
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【山口県】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

自主防災アドバイザーの養成 継続実施 山口県 実施済
研修の実施
※令和５年度：57人修了(累計：639人)

令和５年度も引き続き「自主防災アドバイザー」の養成研修を実施。（基礎編：9～10月、実践編：1月）
令和６年２月に「自主防災アドバイザー」を対象としたスキルアップ研修を実施。
※「自主防災アドバイザー」は、養成研修を修了し、アドバイザーとしての活動を承諾された方に委嘱する。

【自主防災アドバイザー制度】
県で定めた研修を受け、防災に関する知識

と自主防災組織への指導・助言を行えるスキ
ルとノウハウを備えた方で、自主防災組織等
の活動促進に寄与する意欲を持つ方をアドバ
イザーに委嘱・登録し、自主防災組織等から
の依頼に基づき、各地域に派遣する制度。

自主防災アドバイザー養成研修（R５年10月）
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■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備【下関地方気象台】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取り組み内容

大雨警報（浸水害）・注意報、洪
水警報・注意報の精度向上

継続実施 下関地方気象台 実施予定
線状降水帯の予測精度向上に向け
た取組

令和６年５月28日からは、令和４年度から開始した線状降水帯による大雨の可能性の半日程度前からの呼びかけを
府県単位で実施。

国民ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に情報の発表を早めていく

令和６(2024)年～

府県単位で半日前から予測

令和11(2029)年～

市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半日前から提供

令和８(2026)年～

2～3時間前を目標に
発表

※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、
情報の精度を踏まえつつ有識者等の意見を踏まえ検討

令和４(2022)年～

広域で半日前から予測
(令和4年6月提供開始)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報

(令和3年6月提供開始)

線状降水帯の雨域を表示

次期静止
気象衛星
令和11年度
運用開始予定

令和6年度の新たな運用

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

令和５(2023)年～

最大30分程度前倒しして発表
(令和5年5月提供開始)

令和5年度の新たな運用
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■洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）【中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

堤防整備、河道掘削及び漏水対策 継続実施 中国地方整備局 実施中 真尾地区堤防整備事業

甲久保川支川合流点及び剣川支川合流点の築堤工事が完成。（令和5年5月）。
真尾地区の堤防整備事業に着手。

令和5年6月時点（甲久保川付近）の様子 令和5年6月時点（剣川付近）の様子

令和5年5月「完成現場見学会」（甲久保川)の様子 令和6年1月時点の「真尾地区堤防整備事業」の様子

甲久保川

剣川

佐波川 佐波川

佐波川
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■水防活動の効率化及び水防体制の強化【中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

水防資機材の情報共有及び相互支援
方法の確認

継続実施
山口市、防府市、
周南市、山口県、
中国地方整備局

実施予定
水防関係機関で実施予定：R6年5月30日
水防団、山口市、防府市、中国地方整備局
合同で実施：R6年5月12日、R6年5月18日

水防連絡会を開催し防災情報に関する情報を共有及び相互支援方法の確認を実施した。
水防団（消防団）の方々と合同で、危険箇所や重要水防箇所の巡視や水防倉庫の確認を行い、水防情報を共有した。

山口市水防団との合同巡視（R6年5月12日）

■防災情報に関する説明
・防災情報について
・近年の水災害の状況
・重要水防箇所について
・災害対策用機械配備状況について
・備蓄資材の保有状況について
■佐波川合同巡視
・重要水防箇所の確認
・備蓄資材の保有状況の確認等

配布資料（備蓄資材の状況）防府市水防団との合同巡視（R6年5月18日）

佐波川水防連絡会（R5年6月9日）
R6年度は5月30日に実施予定



11

■排水活動及び施設運用に関する取組【中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

排水ポンプ車を用いた排水訓練の
実施

継続実施 中国地方整備局 実施予定
排水ポンプ車訓練実施予定
R6年5月28日

令和6年度も引き続き災害応急対策活動協定会社を対象に、河川及び道路の災害復旧を迅速に行うため、山口河川国道事務所
が保有する排水ポンプ車、照明車の操作訓練を実施予定（R6年5月28日）。

災害対策用機械等操作訓練の実施（R5年6月22日）
R6年度は5月28日に実施予定
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発【山口市・防府市・中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

洪水に対してリスクの高い区間の住民
との共同点検

継続実施
山口市、防府市、
中国地方整備局

実施予定

山口市、中国地方整備局合同で実
施：R5年5月23日
防府市、中国地方整備局合同で実
施：R5年6月11日

佐波川の水害リスクへの理解を深めることを目的に、地域住民の方と合同で佐波川の危険箇所を確認し、佐波川の概要や洪水
情報の取得方法、逃げキッド（マイタイムライン検討ツール）等について情報提供を行った。

住民との共同点検の様子（R5年5月23日）

配布資料（佐波川の概要や重要水防箇所について）
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発【周南市、中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

防災シンポジウム等の開催及び出前
講座等による講習会の実施

継続実施 協議会全体 実施済
防災教育
R5年11月19日実施

周南市が開催した「周南市総合防災訓練」において、災害対策機械の展示や降雨体験機（周南市では初）を設置。
災害時に活躍する排水ポンプ車や照明車など間近で見学していただいたり、普段体験できない100mm/hの降雨体験をしていた
だくことで防災意識向上を図った。

周南市総合防災訓練の様子（R5年11月19日）
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発【中国地方整備局】

取組項目 開始・目標時期 取組機関 現状（R6.3末時点） 具体的な取組内容

教育機関と連携した防災学習の実施 継続実施 協議会全体 実施済
防災学習の出前講座を実施
R5年12月8日、14日実施

防災士会と連携し、小学校を対象に防災学習の一環として、佐波川版“逃げキッド”を用いた出前講座を実施予定。

佐波小出前講座の実施（R5年12月8日） 出前講座の実施（R5年12月14日）国衙防災士会への説明の実施（R5年12月５日）
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令和6年度の取組予定

 令和6年度の取組予定は以下の通り。

●：令和5年度までに実施し、令和6年度も引き続き実施する取組
○：令和5年度までに実施しておらず、令和6年度も引き続き実施する取組

H28～R5年度 R6年度 H28～R5年度 R6年度 H28～R5年度 R6年度 H28～R5年度 R6年度 H28～R5年度 R6年度 H28～R5年度 R6年度

■　洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）

1 堤防整備、河道掘削及び漏水対策 継続実施 ● ●

■　避難行動、水防活動に資する基盤等の整備（ハード整備）

4 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の精度向上 継続実施 ● ●

6 スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信 継続実施 ● ●

■　情報伝達、避難等に関する取組

12 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 継続実施 ● ● ● ● ● ●

13 訓練や防災教育等への洪水ハザードマップの活用 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設への水位情報の提供等の検討・実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

17
洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設による避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支
援の実施

継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

18 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく広域避難の検討 継続実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 タイムラインの確実かつ効果的な運用（訓練、見直しの実施） 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 簡易型河川監視カメラや防災監視カメラ等を活用した避難に結びつく情報発信 継続実施 ● ● ● ● ● ●

23
洪水時の専門家（河川管理者等）による解説等、地域メディアとの連携による災害情報共
有の実施

継続実施 ● ● ● ●

■　防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発

24 教育機関と連携した防災学習の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

25 防災シンポジウム等の開催及び出前講座等による講習会の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

26 「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報活動の推進 継続実施 ● ● ● ●

27 自主防災アドバイザーの養成 継続実施 ● ●

28 洪水に対してリスクの高い区間の住民との共同点検 継続実施 ● ● ● ● ● ●

29 ダムの効果やダム操作について住民の理解を深めるための説明会の実施 継続実施 ● ● ● ●

30 小中学校における避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支援の実施 継続実施 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇

31 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等の周知促進（SNS、メディア連携等） 継続実施 ● ●

32 住民自らが確実に避難できる取組（マイ・タイムラインや避難カード等）の促進 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②地域別の氾濫特性に応じた効果的な水防活動

■　水防活動の効率化及び水防体制の強化

33 ＣＣＴＶ等によるわかりやすい情報の発信及び活用 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ●

34 Lアラートの活用による多様なメディアを通じた迅速・確実な防災情報の伝達 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ●

35 迅速な洪水予報を行うための訓練の実施 継続実施 ● ● ● ●

37 水防資機材の情報共有及び相互支援方法の確認 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

■　排水活動及び施設運用に関する取組

40 排水施設の情報共有、大規模な浸水を想定した排水計画に基づく訓練の実施 継続実施 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇

41 排水ポンプ車を用いた排水訓練の実施 継続実施 ● ●

取組項目
開始時期または

目標時期

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組

中国地方整備局山口市 防府市 周南市 山口県 下関地方気象台
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